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１． 研究計画の概要 

法医解剖に伴う薬毒物分析において、トラ

イエージなどの簡易なスクリーニング検査

に引き続いて行われるべき確認検査や定量

分析は、不十分な分析設備と専門家の不足に

より一部の法医学教室でしか行えず、薬物の

分析レベルは施設によって大きな隔たりが

あるのが現状である. 

本研究では、 

(1)乱用薬物と睡眠薬に特化した精度の高 

   いスクリーニング法を完成させ、研究協 

   力機関を募って全国規模のフィールドス 

   タディを行うことで、わが国の法医解剖  

   における薬物鑑定の現状とニーズを把握 

   する。 

(2)さらにわが国と同様の解剖体制をとって 

 いるフィンランドのすぐれた分析システ 

 ムを調査する。 

(3)実務的な側面からわが国に最も適した薬 

  物分析システムを構築する。 

 

２． 研究の進捗状況 

(1) 乱用薬物と睡眠薬のスクリーニング法の

確立 

30種の乱用薬物に加え、さらに25種の催

眠鎮静剤について、各薬物の①保持時間と

②質量スペクトルさらに③イオン強度の比

をガスクロマトグラフィー・質量分析

(GC/MS)の精度管理・相対定量ソフトウエア

NAGINATATMを用いてデータベース化した。こ

のデータベースを用いて標準物質を所持し

なくても薬物が存在するかどうかを迅速に

判定し、試料中濃度も概算可能な画期的な

スクリーニング法を確立した。 

 続いて微量のため GC/MS での分析が困難

な計43種の催眠鎮静剤を同時に高感度で定

量できる迅速・簡便な液体クロマトグラフ

ィー・質量分析(LC/MS)による分析法を確立

して鑑定に応用した。 

 

(2) フィンランドの薬物分析システムの調査 

  フィンランドヘルシンキ大学法医学教室

中毒部門、Erkki Vuori教授、トゥルク大学

Pekka Saukko教授の協力の下、法医鑑定に

伴う薬毒物の分析システムについて、主に

下記の点について調査を行った。 

①解剖機関での試料の採取、送付の方法 

②分析機関での試料の搬入、保存、分析、デ
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ータの集積、結果の解釈、報告書作成、結

果の報告、試料の破棄までの実際の流れ 

③個々の薬物群ごとの実際の分析方法 

④法医解剖独特な特殊試料（腐敗臓器、骨髄

など）の分析 

⑤分析試料数、勤務者人数、分析費用の捻出

先、年間予算 

⑥ 分析結果が裁判で争われる時の対応方法 

 

(3) わが国に最も適した薬物分析システム

の構築 

 これまでの研究成果とフィンランドの調

査結果から、わが国に最も適した分析システ

ムとしては、すべての法医学教室の分析技術

を一定のレベル以上に保てるよう標準化す

ること、そして小規模な分析施設では対応出

来ない特殊な薬物の分析を引き受け可能な

センター的な施設の設置が最も望ましいこ

とが判明した。 

  

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

 当初予定していた乱用薬物および睡眠薬

のスクリーニング法の確立に成功した。さら

にフィンランドの薬物分析システムの調査

研究も予定通り行うことが出来、わが国に最

も適した薬毒物分析システムについて重要

な知見を得ることが出来たため。 

 

４．今後の研究の推進方策 

乱用薬物および睡眠薬だけでなく網羅的

な薬物スクリーニングシステムの確立に向

けて、GC/MS のデータベースを拡充する。対

象薬毒物としては、酸性薬物、農薬、揮発性

毒物を予定している。さらに、すべての分析

施設で同一レベルのスクリーニング結果が

得られるよう、メーリングリストやホームペ

ージ、データの相互移動などによる分析支援

システムを構築する。 
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